
　釜萢氏、「責任の重さ感じる」
� −改定へ合意形成に全力−

　参院選比例代表で初当選した日本医師会の釜萢敏副会長は２３
日の定例会見で、「さまざまな方々からの支援に、心から感謝申
し上げるとともに、責任の重さを強く感じている」と心境を
語った。２０２６年度診療報酬改定に向けては、「適正な額に引き
上げていくには、多くの方々の合意が形成されないと実現しな
い」と説明。「現場の状況を正確に伝え、多くの方々の賛同をい
ただくことに全力で取り組む」と決意を表明した。
　釜萢氏は、選挙戦で訴えた医療・介護・福祉現場の厳しい現
状に対する理解を広げ、持続可能性を実現するため全力を尽く
す考えを改めて示した。今回の参院選で、社会保険料を引き下
げ手取りを増やす主張が目立ったことにも触れ、「私自身の認
識とは異なる意見だ」と説明。その上で、「国民に最も適切な対
応、着地点がどこなのかきちんと議論して、合意形成すること
が必要だと痛感している」との認識を示した。
　日医副会長の役職については、「参院議員と兼務するのは、と
ても無理だと思っている」として、しかるべき時期に辞任する
意向を示した。松本吉郎会長は「およそ３カ月以内には後任を
決定したいと思っている」と述べた。
●組織強化「もう一段強める」　　松本会長
　松本会長は、比例代表における自民党の得票数が２２年の参院
選の３分の２に減少する中、釜萢氏の得票数は２２年に日本医師
連盟の組織内候補として出馬した自見英子氏の得票数と比べ、
約１８％減にとどまったなどと説明。「自民党が苦戦を強いられ
る中では、非常に頑張ったのではないか」との認識を示した。
一方、「組織強化については、もう一段強めて取り組んでいかな
いと、さらに大変になるという感じはしている」とも述べ、今
回の選挙戦を分析し今後の選挙に生かしていく必要性を示した。
　石破茂首相への辞任要求が自民党内からも上がるなど、不安
定な政治情勢が報じられていることについては、「政局がどう
なるのか見通せないが、私たちの医療政策に対する考え方・主
張が変わるわけではない」と説明。「政治の枠組みがどのよう
になろうとも、私たちの考えをしっかりと伝えながら、議論に
入っていく」との考えを示した。� メディファックス７月２４日

　�３７都道府県で３年前の参院選を
下回る

� −日医会員１人当たり得票数−

　２０日投開票の参院選比例代表に日本医師連盟組織内候補とし
て出馬し、１７万４４３４票で初当選を果たした釜萢敏氏（自民）の
都道府県別の得票数（速報）が明らかになった。本紙が日本医
師会の会員数（２０２４年１２月１日現在）のうち、病院や診療所な
どの開設者らが該当するＡ１会員数（８万１７６５人）を基に「都
道府県別のＡ１会員が集めた得票数」を集計したところ、自見
英子参院議員が２選を決めた３年前の選挙戦を３７都道府県で下
回ったことが分かった。
●トップは群馬の１５．７０票、次いで熊本、鹿児島
　Ａ１会員１人当たりの全国平均得票数は２．１３票。釜萢氏と同
じ群馬を地元とする羽生田俊氏が再選した６年前と比べると
0.3ポイント上回った。３年前の選挙戦からは０．４４ポイント減
少した。
　Ａ１会員１人当たりの得票数の順位は、群馬が１５．７０票で
トップ。その後、熊本（５．０７票　）、鹿児島（４．７４票）、石川（４．
４５票）が続いた。群馬は、羽生田氏の過去２回の選挙戦でも２
桁台をたたき出しており、６年前から１．２９ポイント減少したと
は言え、今回も全体の得票数を牽引した。一方、群馬と双璧を
なしてきた福岡は、３．６０票と５番手に後退した。
　Ａ１会員を２０００人以上抱える１２都道府県における、Ａ１会員
１人当たりの得票数は、福岡、埼玉（２．６２票）、静岡（２．３５票）、
愛知（２．０６票）、神奈川（１．６０票）、北海道（１．４８票）、兵庫（1.43
票）、広島（１．３８票）、東京（１．２１票）、千葉（１．０２票）、京都
（0.91票）、大阪（０．８８票）の順。全国で１票を割り込んだのは
京都、大阪の２府だった。
●「Ａ１会員＋勤務医会員」、平均得票は１．０３票
　Ａ１会員と勤務医会員（Ａ２会員〈Ｂ〉とＢ会員の合計）を
合わせた会員の平均得票数は１．０３票だった。全体１位は群馬の
９．７３票で、石川（２．５８票）、熊本（２．１０票）と続いた。ただ、２
票を上回ったのは３県のみ。２１県が１票台にとどまり、１票を
割り込んだのは２３都道府県と、前回の１４道府県から増加した。
（藤田昌吾）� メディファックス７月２５日
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　　�改定で賃上げ・物価上昇に対応
を、補正の手当ても

� −自民・厚労部会−

　自民党の厚生労働部会（長坂康正部会長）は２９日、２０２６年度
予算概算要求に向け、当面の課題について議論した。２６年度診
療報酬改定で賃上げ・物価上昇に対応するよう求める意見が多
く出たほか、２５年度補正予算などによる前倒しの手当てを求め
る声も上がった。自民は来月４日の政調全体会議で概算要求基
準を議論する予定。厚生労働省は概算要求基準や部会での意見
を踏まえ、８月末までに概算要求を提出する。
　厚労省は２６年度予算概算要求に向けた主な課題を説明した。
「社会の構造変化に対応した保健・医療・介護の構築」を柱の一
つとし、医療・介護・障害福祉分野での賃上げ、物価上昇への
対応、人材確保策の推進、生産性向上のための支援を課題に挙
げた。
　新たな地域医療構想に向けた取り組みなど、需要の変化を踏
まえた医療・介護提供体制の構築、医師偏在是正に向けた総合
的な対策の推進も必要だとした。他に、▽標準的な出産費用の
自己負担無償化などに向けた対応▽厳しい経営環境を踏まえた
小児・周産期医療提供体制の確保▽医療・介護ＤＸの推進―な
ども取り上げた。
　年末に向けた予算編成過程で対応が見込まれる主な課題も示
した。経済・物価動向等を踏まえた対応の在り方、診療報酬改
定・薬価改定、介護・障害福祉分野の処遇改善の在り方を挙げ
た。他に、ＯＴＣ類似薬の保険給付の在り方の見直しなど、自
民党・公明党・日本維新の会の合意に関する改革への対応、高
額療養費制度への対応なども含めた。
●「病院がなくなってしまう」　
　議論では、診療報酬改定について「病院がなくなってしま
う。年末までに報酬改定で給与を上げるというメッセージを出
さなければならない」「異次元の上昇をさせなければ、賃金・物
価の上昇に追いつかない」などの意見が出た。併せて「来年や
ろうということを前倒しでやるべき」「補正予算で対応するこ
とが必要だ」など、医療機関への支援を前倒しで実施するよう
求める意見もあった。
●社会保険料の負担軽減、検討求める声も　　参院選踏まえ
　厚労部会は参院選後、初の開催。参院選で野党が主張した、
現役世代の社会保険料負担軽減に言及する議員もいた。
　「現役世代の負担軽減に関して、若い人の自民党離れが起き
ている。報酬は確保した上で考えなければならない」との意見
があった。「若い人には負担感がある。受益者負担を増やすこ
とも考えなければならない」とし、高齢者への３割負担や受診
時定額負担などを検討すべきだと主張する議員もいた。他方、
「物価の上昇を上回る賃上げが実現できなければ、社会保険料
を下げても問題の解決にはならない」とくぎを刺す意見もあっ
た。（安田雅之）� メディファックス７月３０日

　　医療機関の人材確保に「ＳＮＳ」
� −川崎市医・プッシュ型で情報提供−

　川崎市医師会は、会員医療機関の人材確保を目的に、ＳＮＳ
を活用した独自のマッチングサービスに取り組んでいる。ＬＩ
ＮＥの友だち登録やインスタグラムのフォローなどをした医療

人材に求人情報をプッシュ型で提供し、川崎市医の医療人材募
集ページへのタイムリーなアクセスを促す。２０２４年４月からの
１年間で、ＬＩＮＥの登録数は２２１件、インスタグラムのフォロ
ワー数は５１６件。人材募集ページへの総アクセス数は、２５年１
月末までで２万１４９９件に上った。今後は関係団体と連携し、看
護師など医療人材の転職先として想定される、訪問看護ステー
ションなどの求人情報も掲載していく考えだ。
　川崎市医は２３年１０月、医療人材募集ページを市医の公式サイ
トに開設した。育児や介護を行う人材が重要視する勤務地が一
目で分かるよう、求人を行う医療機関の場所を示した地図も掲
載。２４年４月からは、求人情報のさらなる周知とマッチングを
図るためＳＮＳを開設した。
●背景に紹介料の高騰や採用のミスマッチ　
　川崎市医の岡野敏明会長は、同事業を始めた背景として、と
りわけ看護師の人材紹介料の高騰や、採用のミスマッチに言及
する。「医療機関が求人誌などで募集をかけても、応募がほと
んどない代わりに人材紹介業者から頻繁に連絡が入る。診療所
の場合で、おおむね年収の３０％にも上る紹介料を払って看護師
を確保しても、一定期間を過ぎた後に辞めてしまえば、再度、
多額の費用を負担して別の看護師を確保しなければならな
い」。３００床規模の病院で、人材紹介業者に年間約４５００万円を支
払っているケースもあるという。
　「こうした財源は、全て診療報酬や介護報酬だ」と指摘し、会
員医療機関が人材確保にかける労力・経済的負担を軽減するた
め、同事業に取り組んだとした。ＳＮＳの活用などにより、２４
年４月～２５年１月における医療人材募集ページへの総アクセス
数は２万１４９９件。同サービスによって人材確保に至ったとの報
告を、少なくとも１０件受けている。求人情報へのアクセス数を
さらに増やすため、会員医療機関の求人情報に加え、看護師な
どが転職先として想定する訪問看護ステーションや保育園と
いった求人情報も掲載していく。
　岡野会長は、「看護学校を卒業したばかりの看護師が、すぐに
人材紹介業者に登録することは、すでに医療・介護現場で働い
ている看護師の処遇改善を阻む要因にもなっている」と指摘。
看護教育の段階で、こうした実態を説明する必要があるとの考
えも示した。（藤田昌吾）� メディファックス７月１６日

　　就業看護師、２年で５万人増
� −２４年衛生行政報告例、准看護師は２万人減−

　厚生労働省は２９日、２０２４年衛生行政報告例（就業医療関係者）
を公表した。２４年末の看護師就業者数は１３６万３１４２人で、２２年
末から５万１４５５人（３．９％）増加した。准看護師は２３万３０２２人
で、２万１３０７人（８．４％）減少した。
　衛生行政報告例（就業医療関係者）は、免許を取得している
医療関係者のうち就業している人について、隔年で各都道府県
の報告を集計している。
　２４年末の人口１０万人当たりの就業看護師数を都道府県別に見
ると、高知が１７５７．８人で最も多く、鹿児島の１５７５．９人、長崎の
１５２８．０人が続いた。最少は埼玉の８２７．０人で、続いて神奈川の８
３６．７人、千葉の８３７．０人だった。
　人口１０万人当たりの就業准看護師数は、熊本が４５６．５人で最
多。次いで佐賀の４５３．４人、宮崎の４３６．８人だった。最も少な
かったのは神奈川の６９．３人で、東京の７３．２人、滋賀の７８．２人が
続いた。
●保健師、助産師は増加
　保健師は６万３５３６人で、２２年末から３２３７人（５．４％）の増加。
助産師は３万８７２１人で、６５８人（１．７％）増えた。
� メディファックス７月３０日
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